
平成２１年８月教育委員会定例会会議録 

 
付議事項 
議案第１８号 教育委員会事務の点検及び評価（平成２０年度対象）（案）につ

いて 
    
        黒田総務課長から、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

の一部を改正する法律が平成２０年４月１日に施行されたことに

伴い、平成２０年度における教育委員会の活動状況及び平成２０

年４月に策定された「和歌山県長期総合計画」の教育分野の実施

状況について点検及び評価を行った。この点検及び評価について

は客観性・公平性を確保するため、平成２１年７月２７日に開催

した有識者会議において出された内容等に関する意見等を踏まえ

て報告書全般や５つの基本的方向に反映させていただいた。今後

の予定としては、県議会９月定例会に報告書を提出するとともに、

県ホームページに掲載することとしたい旨の説明があった。 
        委員から、学力向上戦略会議等における検討・報告等の反映に

ついて質問があり、宮下学校教育局長から、学力向上戦略会議等

における検討等は今年度から開始しており、来年度の報告書（案）

に反映するとの説明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
        委員から、パブリックコメント等で寄せられた意見等の件数に

ついて質問があり、総務課長から３人及び１団体から合計１６件

の意見等が寄せられたとの説明があった。 
        以上の審議の結果、原案のとおり決定した。 
  
議案第１９号 和歌山県立体育館設置および管理条例の一部を改正する条例

（案）について 
  
議案第２０号 和歌山県立武道館設置および管理条例の一部を改正する条例

（案）について 
  
議案第２１号 和歌山県使用料及び手数料条例の一部を改正する条例（案）に

ついて 
    



議案第２２号 和歌山県立体育館設置及び管理条例施行規則（案）の制定につ

いて 
    
議案第２３号 和歌山県立武道館設置及び管理条例施行規則（案）の制定につ

いて 
    
        森岡スポーツ課長から、和歌山県立体育館及び和歌山県立武道

館の管理について、地方自治法第２４４条の２第３項の規定によ

り平成２２年４月１日から指定管理者制度を導入することに伴い、

指定管理者の指定の手続、指定管理者が行う管理の基準、利用料

金制の設定等について規定の改正を行うとともに、現行規則を廃

止して新たに規則を制定したい旨の説明があった。 
        委員から、指定管理者制度の導入による効果等について質問が

あり、スポーツ課長から、管理に民間の能力を活用することによ

り、質の高いサービスの提供や経費削減を図ることが可能となる

との説明があった。 
        委員から、知事部局における指定管理者制度の導入時期との関

連について質問があり、スポーツ課長からほぼ同時期に導入して

いるとの説明があった。 
    
議案第２４号 平成２２年度和歌山県立高等学校入学者選抜実施要項（案）に

ついて 
    
        北浦学校指導課長から、昨年度からの変更点について説明があ

った。主な変更点は出願にかかる様式等に関する３点であり、１

点目は、入学願様式について志願先変更の欄を削除したこと、２

点目は、スポーツ推薦入学願様式について、希望する競技スポー

ツ名及び志望の動機・理由を記載する欄を設けたこと、３点目は、

志願者が作成したスポーツ推薦志願書及び中学校が作成したスポ

ーツ推薦書の提出を、中学校が作成するスポーツ推薦書のみの提

出に変更するとの説明があった。 
        委員から、スポーツに特色のある学校は、学校説明会等におい

て特色を的確に説明して、本県スポーツの競技力向上に努めてほ

しいとの意見があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
    
  



議案第２５号 平成２２年度和歌山県立中学校入学者募集要項（案）について 
    
        学校指導課長から、入学願書等の出願郵送受付期間、適性検査

等の実施日等昨年度からの変更点について説明があった。 
        委員から、適性検査・作文、面接の実施日の設定について質問

があり、学校指導課長から、県内及び大阪府内の私立中学校にお

ける入学試験日と調整しているとの説明があり、審議の結果、原

案のとおり決定した。 
  
議案第２６号 平成２１年度和歌山県立中学校教科用図書の採択（案）につい

て 
    
        学校指導課長から、平成２２年度に５校の県立中学校において

使用する教科用図書の採択（案）について、和歌山県教科用図書

選定審議会、県立中学校教科用図書調査員会及び県立中学校教科

用図書選定委員会において調査審議を重ねたとの経緯説明があっ

た。その調査審議された教科用図書を中心に、各県立中学校にお

ける教育のねらいと特色に即して、審議いただきたいとの説明が

あった。 
       引き続き、学校指導課長から、議案資料に基づき順次説明が行

われ、審議では、各学校の特色ある教科学習が目指す表現力、洞

察力、想像力、論理的思考力等を育成するために適した教科用図

書であるか、中学校と高等学校の教育課程の連続性を生かした系

統的・継続的な学習の展開など総合的で豊かな人間性や確かな学

力を育成するという観点が重視された。 
       特に、委員からは、教員は他社の教科書の良さを知り、授業に

活かせる部分を見つけて組み合わせたり、総合的な学習では各教

科で学習したことを活用しながら問題解決への筋道を追求するな

どして、生徒に学ぶ意欲を身につけさせるように授業内容や方法

を工夫してほしいとの意見があった。 
また、教科書を教えるのではなく、教科書で教えるには教員の

力量が必要となるので、生徒にとってより良い授業づくりを追求

してほしいとの意見があった。 
以上の審議の結果、原案のとおり決定した。 

    
  



議案第２７号 平成２１年度地方教育行政功労者表彰の被表彰候補者の推薦

（案）について 
    
        総務課長から、永年にわたり教育委員会の委員等を務め、教育

行政の活性化と発展に寄与した県２名、町２名を推薦したい旨の

説明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
 
議案第２８号 平成２１年度教育者表彰（文部科学大臣表彰）の被表彰候補者

の推薦（案）について 
    
        総務課長から、県内小・中・高等学校の各校長会の会長として、

幅広い識見をもって指導力を発揮して本県教育の充実発展に寄与

した３名を推薦したい旨の説明があり、審議の結果、原案のとお

り決定した。  
 
議案第２９号 平成２１年度社会教育功労者表彰（文部科学大臣表彰）の被表

彰候補者の推薦（案）について 
    
        東中生涯学習課長から、永年にわたり公民館活動、生涯学習等

の推進に努め、県社会教育委員連絡協議会役員として本県の社会

教育の発展に寄与し、多大な功績を残した１名を推薦したい旨の

説明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
 
議案第３０号 平成２１年度和歌山県教育委員会功労賞の被表彰候補者（案）

について 
 
        総務課長から、学校教育部門では学校医として健康教育・学校

保健の発展に貢献した８名を、社会教育部門では、各種団体の役

員としてボーイスカウト活動の発展、健全な地域社会の形成、社

会教育の推進、ＰＴＡ活動の活性化や競技スポーツの普及振興等

に尽力した５名を、教育行政等部門では町の教育委員会委員長、

委員、教育長として教育行政に尽力した２名を推薦したい旨の説

明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 


